
 
エスティマのリニア弁オフセット学習
⽅法 
(AHR20 型系:2006.6〜) 
 
 
ｴｱ抜き作業実施後に、ABS や電⼦制御ﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ
（ECB）のｳｫｰﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟが点灯し、ABS ｼｽﾃﾑに故障ｺｰ
ﾄﾞ｢C1345:ﾘﾆｱ弁ｵﾌｾｯﾄ学習未実施｣などがﾒﾓﾘされた
場合に、以下の⼿順でﾘﾆｱ弁ｵﾌｾｯﾄ学習を実施します。
また、ｽｷｯﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ、ﾌﾞﾚｰｷｱｸﾁｭｴｰﾀ、ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟ
ﾀﾞﾙｽﾄﾛｰｸｾﾝｻのいずれか交換を⾏った場合もﾘﾆｱ弁ｵﾌｾ
ｯﾄ学習を実施します。 
 

リニア弁オフセット学習値消去 

 

･ﾘﾆｱ弁ｵﾌｾｯﾄ学習を正常に完了させる為、実施
前に以下の項⽬を確認して下さい。 
･READY ON 時の補機ﾊﾞｯﾃﾘ電圧が正常（10V
以上）   
･ﾌﾞﾚｰｷｱｸﾁｭｴｰﾀが⾼温になっていない 
･ﾄﾞｱを閉めた状態 

1. ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁが OFF である事を確認し、
TPM1000 を⾞両に接続します。 

2. ｼﾌﾄﾚﾊﾞｰが P ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ位置で、ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷが
作⽤している事を確認し、ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁをON
（ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏まずに、ﾌﾟｯｼｭｽﾀｰﾄｽｲｯﾁを 2
回押す）にします。 

3. [ 診断 ]を選択します。 

 

4. [ TOYOTA ]を選択します。 

 

5. [ 作業ｻﾎﾟｰﾄ ]を選択します。 

 

6. [ ABS/VSC ]を選択します。 

 

7. [ ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾒﾓﾘ消去 ]を選択します。 

 

8. [ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押して実⾏します。 

 

9. ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾒﾓﾘの消去が完了しました。 
[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押して、ABS ｻﾎﾟｰﾄ画⾯に戻り
ます。 

 

10. ﾏﾙﾁｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに VSC ﾁｪｯｸが表⽰さ
れ、ﾏｽﾀｰｳｫｰﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟが点灯します。 

 



リニア弁オフセット学習実施及びヨーレート
センサ&G センサ 0 点取得 

 

･0 点取得は必ず平坦な場所（勾配率 1%以内）
で⾏い、実施中は⾞両を揺らしたりﾄﾞｱの開閉
を⾏わないで下さい。また、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ振動を
避ける為、READY ON にしないで下さい。 

11. 続いて、[ ﾓｰﾄﾞ移⾏ ]を選択します。 

 

12. [ ﾁｪｯｸﾓｰﾄﾞに移⾏します ]を選択します。 

 

13. ﾁｪｯｸﾓｰﾄﾞに移⾏しました。 

 

 
･ﾁｪｯｸﾓｰﾄﾞ(ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ)に移⾏し、約 2 秒間⾞両
静⽌状態を保つと、ﾖｰﾚｰﾄｾﾝｻ&G ｾﾝｻ 0 点取得
は完了します。 

14. 2 分間ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを操作せず⾞両静⽌状態を
保ち、電⼦制御ﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑｳｫｰﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟの点滅
が 1 秒周期から 0.25 秒周期の早い点滅（ABS
ｳｫｰﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟとﾏｽﾀｰｳｫｰﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟと同じ早い点
滅）に変化し、ﾘﾆｱ弁ｵﾌｾｯﾄ学習が完了したこ
とを確認します。 

 

 

･ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ移⾏中は、ﾏﾙﾁｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに
VSC ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞが表⽰されます。 
･ﾁｪｯｸﾓｰﾄﾞに移⾏してもｳｫｰﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟが点滅を

開始しない場合は、⼀旦ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞに移⾏し、
ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁを OFF→ON した後に、再度⾏
って下さい。 
･ﾘﾆｱ弁ｵﾌｾｯﾄ学習実施中は、⾛⾏およびﾌﾞﾚｰｷ
ﾍﾟﾀﾞﾙの操作を⾏わないで下さい。 
･ｼﾌﾄ位置 P ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ以外でﾃｽﾄﾓｰﾄﾞに移⾏する
と、ﾖｰﾚｰﾄｾﾝｻ&G ｾﾝｻの 0 点未補正異常ｺｰﾄﾞを
記憶します。 
･ﾘﾆｱ弁ｵﾌｾｯﾄ学習終了までに要する時間は、補
機ﾊﾞｯﾃﾘ電圧により異なります。 
･ﾘﾆｱ弁ｵﾌｾｯﾄ完了後は、電⼦制御ﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑｳｫ
ｰﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟがﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ表⽰になります。 

15. [ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押して、ﾓｰﾄﾞ移⾏画⾯に戻りま
す。 

16. [ ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞに移⾏します ]を選択します。 

 

17. ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞに移⾏しました。 

 

18. [ NO ]ﾎﾞﾀﾝを何度か押し、[ ﾄﾖﾀﾒｲﾝﾒﾆｭｰ ]ま
で戻ります。 

19. ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁを OFF にします。 

20. TPM1000 を⾞両から外します。 
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